
２
０
２
２
年
度

地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー

　批准には「最終的確認と確定的同意を与える」という意味がある。この
批准投票は、「ストライキ権確立」のための投票で、中央闘争委員会に対す
る信任の意思を示すもので、ただちにストライキをするための投票ではない。
　投票率や批准（賛同）率の高さが要求実現を望む組合員の強い「意志」
を示すことにつながる。中央での交渉を有利に展開するためにも、組合員
の圧倒的な信任でストライキ批准投票を成功させよう。働き方や職場環境
をより良くするため、組合員のみなさんの積極的な参加をお願いしたい。

批
准
投
票
用
紙

１
年
間
の
闘
争
指
令
権
を

中
央
闘
争
委
員
会
に
委
譲
し
ま
す

自
治
労
ス
ト
ラ
イ
キ

■ 

賛
成
の
人
は
○
、
反
対
の
人
は×

を
記
入
し
ま
す
。

■ 

○×

の
な
い
も
の
は
無
効
で
す
。

■ 

こ
の
投
票
結
果
は
中
央
本
部
で
ま
と
め
て
発
表
し
ま
す
。

○×で表示批准投票
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合

中
央
闘
争
委
員
長
　

川
本
　
淳

スト批准成功のため必ず投票しよう
投票期間：1月31日～2月10日
府本部集約2月15日（火）必着

【ストライキ批准投票とは】

「
あ
な
た
の
声
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
ス
ト
批
准
用
紙
に
、
職
場
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を

「
あ
な
た
の
声
」
と
し
て
記
載
し
、
各
単
組
の
組
合
役
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】 

２
月
１０
日（
木
）１８
：
３０
開
会

【
場
所
】 

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
／
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

【
講
演
】 

２
０
２
２
年
度
地
方
財
政
の
課
題

【
講
師
】 

只
友 

景
士　
龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授

◆
自
治
労
の
春
闘
方
針

　

自
治
労
に
と
っ
て
の
春
闘

は
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
労

働
者
の
賃
金
改
善
と
同
時

に
、
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
を
め
ざ
し
た
政
策

・
制
度
の
実
現
と
、
地
域
労

働
者
全
体
の
生
活
環
境
の
底

上
げ
を
め
ざ
し
た
も
の
と
位

置
づ
け
る
。
春
闘
期
に
要
求

-

交
渉
を
開
始
し
て
も
直
ち

に
解
決
で
き
る
課
題
は
多
く

な
い
が
、
人
勧
期
、
確
定
期

の
交
渉
に
む
け
た
“
と
っ
か

か
り
”
と
し
て
、
春
闘
期
に

交
渉
・
協
議
を
開
始
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。
春
闘
を
「
１

年
の
た
た
か
い
の
ス
タ
ー

ト
」
と
し
て
、
す
べ
て
の
単

組
で
「
要
求-

交
渉-

妥
結

（
協
約
化
）」
の
サ
イ
ク
ル

の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
。

　

ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

職
場
の
課
題
に
つ
い
て
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
職
場
の
声
を

集
め
て
要
求
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
次
の
５

点
を
春
闘
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
、
す
べ
て
の
組
合
員
に
よ

る
「
参
加
す
る
春
闘
」
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
よ

う
。◆

春
闘
の
ポ
イ
ン
ト

①
公
務
職
場
の
賃
金
・
労
働

条
件
の
改
善

　

す
べ
て
の
自
治
体
単
組
に

お
い
て
、
職
員
の
給
与
実
態

を
十
分
に
把
握
・
分
析
し
、

単
組
と
し
て
目
標
と
す
る
賃

金
の
到
達
水
準
の
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に

む
け
た
具
体
的
な
運
用
改
善

に
つ
い
て
、少
な
く
と
も「
１

単
組
・
１
要
求
」
を
行
い
、

労
使
交
渉
に
取
り
組
む
。

②
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る

人
員
の
確
保

　

業
務
量
に
見
あ
わ
な
い
人

員
体
制
が
恒
常
化
し
、
多
く

の
職
場
で
時
間
外
労
働
や
過

重
労
働
が
深
刻
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
人
員
配
置
の
実

態
な
ど
の
職
場
点
検
を
実
施

し
、
安
全
衛
生
委
員
会
で
の

時
間
外
労
働
の
状
況
な
ど
を

活
用
し
て
、
人
員
確
保
の
要

求
・
交
渉
を
実
施
す
る
。

③
定
年
引
き
上
げ
に
む
け
た

諸
制
度
の
確
立

　

す
べ
て
の
単
組
が
定
年
引

き
上
げ
に
む
け
、
①
６０
歳
以

降
の
働
き
方
・
職
務
・
配
置

ポ
ス
ト
の
検
討
、
②
組
合
員

層
の
到
達
級
の
確
保
、
③
５５

歳
以
降
の
昇
給
の
確
保
、
④

役
職
定
年
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
制
度
等
の
課
題

に
つ
い
て
協
議
・
交
渉
を
行

い
、
春
闘
期
で
の
妥
結
を
め

ざ
す
。

④
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
と
組
織
化

　

常
勤
職
員
と
の
均
衡
・
権

衡
と
い
う
２
０
２
０
年
４
月

の
法
改
正
の
趣
旨
を
十
分
に

踏
ま
え
た
処
遇
と
な
っ
て
い

な
い
実
態
が
見
受
け
ら
れ

る
。
自
治
体
に
お
け
る
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
む

け
、
同
じ
職
場
で
働
く
仲
間

と
し
て
当
事
者
か
ら
の
意
見

を
集
約
し
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
と
組
織
化

に
取
り
組
む
。

⑤
民
間
職
場
等
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善

　

す
べ
て
の
単
組
・
職
場
で

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
の
取

り
組
み
を
行
う
。
ま
た
、
長

時
間
労
働
の
是
正
や
法
令
遵

守
の
観
点
か
ら
、
３６
協
定
の

締
結
・
点
検
・
見
直
し
、
年

次
有
給
休
暇
の
１
０
０
％
取

得
な
ど
、
働
き
方
改
革
の
定

着
に
む
け
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

◆
一
人
ひ
と
り
の
声
を

要
求
に

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人
員
不

足
が
明
ら
か
と
な
り
、
働
き

方
で
も
新
た
な
課
題
が
生
じ

て
い
る
。
こ
の
春
闘
期
に
お

い
て
重
要
な
こ
と
は
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
「
声
」
を

聞
き
、
現
場
の
「
声
」
を
要

求
・
交
渉
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
だ
。
組
合
と
い
う
組
織

が
あ
る
か
ら
、
一
人
ひ
と
り

の
声
を
要
求
と
い
う
形
で
当

局
に
届
け
、
実
現
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
が

組
合
の
存
在
感
に
つ
な
が
る

の
で
、
参
加
す
る
春
闘
に
結

集
し
よ
う
。

◆
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も

っ
と
投
資
を
！
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
サ

ー
ビ
ス
労
働
者
に
つ
い
て
、

重
要
性
と
存
在
価
値
を
高
め

る
た
め
、
地
域
ア
ピ
ー
ル
行

動
や
職
場
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す

る
。◆

闘
争
体
制
の
確
立

　

自
治
労
は
、
全
組
合
員
が

参
加
す
る
春
闘
体
制
の
構
築

の
た
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准

投
票
を
全
単
組
が
実
施
し
、

産
別
闘
争
体
制
を
確
立
す

る
。

　

要
求
案
や
行
動
な
ど
具
体

的
な
闘
争
体
制
に
つ
い
て
は

２
月
４
日
に
開
催
す
る
府
本

部
第
１
７
６
回
中
央
委
員
会

で
提
案
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
・

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

感
染
拡
大
が
凄
ま

じ
い
。
１
月
末
現

在
、
３４
都
道
府
県

が
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
の
対
象
と
な
っ
た
。
飲

食
店
の
時
短
や
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
な
ど
が
ぶ
り
返
し
、
ま

た
平
穏
な
日
常
が
遠
の
い
て

い
く
▼
と
は
い
え
暗
い
話
ば

か
り
し
て
い
ら
れ
な
い
。
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大
会

が
始
ま
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
さ
れ
た
昨
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
だ
が
、
開
催
地
中
国

の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は
ど
う

な
の
か
。
断
片
的
に
見
る
ニ

ュ
ー
ス
映
像
で
は
、
日
本
以

上
に
深
刻
な
状
況
の
よ
う

だ
。
観
客
は
中
国
国
内
の
人

に
限
る
開
催
。
そ
ん
な
中
で

も
選
手
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
そ

う
と
努
力
を
続
け
る
▼
冬
季

五
輪
で
思
い
出
す
の
は
２
０

１
４
年
・
ソ
チ
の
女
子
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
。
浅
田
真

央
選
手
の
演
技
だ
。
メ
ダ
ル

候
補
と
目
さ
れ
な
が
ら
前
日

の
Ｓ
Ｐ
で
ミ
ス
を
連
発
し
１６

位
か
ら
の
Ｆ
Ｐ
。
ト
リ
プ
ル

ア
ク
セ
ル
を
含
む
８
種
類
の

３
回
転
ジ
ャ
ン
プ
を
ほ
ぼ
ノ

ー
ミ
ス
で
成
功
さ
せ
た
▼
演

技
の
素
晴
ら
し
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
苦
境
に
あ
っ
て

も
最
後
ま
で
諦
め
ず
ひ
た
む

き
に
攻
め
る
姿
勢
に
感
動
し

た
。
苦
し
い
時
ほ
ど
前
を
向

く
。
今
こ
そ
そ
の
時
。�（
Ｍ
）

　自治労本部は、2022春闘で「公共サービスにもっと
投資を！」キャンペーンを展開する。その中で、昨年に
引き続き、「職場からのアピール動画コンテスト」を実
施する。撮影も編集もスマホでOK！「いま私たちが訴
えたいこと」を1分以内の動画を通じてアピールしよう！

１．応募資格
　①自治労組合員、全消協会員のいずれか。
　②�個人ではなく、何らかの団体・集団であること。（組合および組合の内部
組織（青年部・女性部・各種評議会等）、職場、グループなど）

２．応募動画の概要
　（１）コンセプト
　　 �「いま私たちが強く訴えたいこと！」をテーマに、楽しく、マジメな動画を
通して、市民や組合員に共感や発見をアピールする。

　（２）基本的事項
　　①動画の長さは「1分以内」。②動画ではなく、連続写真等も可。
　（３）動画の要件
　　①�肉声、字幕、フリップボード等によって何らか訴

えたい（呼びかけたい、問題提起したい、知っ
てほしい）ことをアピールすること。

　　②�職場や仕事もしくは組合活動の直接的または間
接的な紹介を盛り込むこと。

　　③�動画の中で何らかのパフォーマンスやポージン
グ、または映像や音声処理による表現効果が
施されていること。

３．応募締切　3月4日（金）必着
４．賞　大　賞　1本　　20万円
　　　　優秀賞　数本　　5万円
　　　　参加賞　全参加グループ
※�詳細および2021年度入賞作品はQRコードから
　応募ページをご参照ください。

大賞
20万円

職場からのアピール動画コンテスト
～スマホで撮影・編集して、応募しよう～ 20222022

春闘春闘

2022春闘
ポイント

①公務職場の賃金・労働条件の改善
②公共サービスに携わる人員の確保
③定年引き上げに向けた諸制度の確立
④会計年度任用職員の処遇改善と組織化
⑤民間職場等の賃金・労働条件の改善

春闘に参加しよう春闘に参加しよう

公共サービスに公共サービスに
� もっと投資を� もっと投資を

　（ 1 ）2022年2月1日・15日合併
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「
出
生
時
育
児
休
業
」

制
度
の
創
設

1.
　
「
男
性
版
の
産
休
制
度
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
「
出
生

時
育
児
休
業
」
で
あ
り
、
男

性
の
育
休
取
得
の
推
進
を
目

　

労
働
者
が
離
職
す
る
原
因

の
ひ
と
つ
と
な
る
「
出
産
・

育
児
」
や
「
介
護
」。
生
産

年
齢
人
口
が
年
々
減
っ
て
い

く
日
本
社
会
で
は
、
労
働
者

が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
作
っ

て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

と
言
え
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
２

的
に
新
設
さ
れ
た
も
の
。
子

の
出
生
後
８
週
間
以
内
に
４

週
間
ま
で
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
育
児
休
業
で
、
２
回

ま
で
分
割
取
得
も
可
能
。
申

請
期
限
も
、
現
行
の
「
原
則

１
カ
月
前
ま
で
」
か
ら
「
原

１
年
６
月
に
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
、
２
０
２

２
年
４
月
１
日
か
ら
段
階
的

に
施
行
さ
れ
る
。
今
回
の
改

正
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
の
構
築
に
向
け
、
特
に

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進

の
た
め
の
枠
組
み
が
新
た
に

追
加
さ
れ
た
。
主
な
改
正
・

変
更
点
は
以
下
の
５
点
。

則
休
業
の
２
週
間
前
ま
で
」

と
短
縮
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
労
使
協
定
を
締
結

す
れ
ば
、
休
業
中
の
就
業
も

一
定
期
間
可
能
と
な
る
。「
出

生
時
育
児
休
業
」
の
期
間
以

降
は
、
現
行
の
育
児
休
業
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。育

児
休
業
を
取
得
し
や

す
い
雇
用
環
境
整
備
と 

個
別
の
周
知
・
意
向
確
認

の
義
務
化

2.
　

育
児
休
業
を
よ
り
取
得
し

や
す
く
す
る
た
め
の
雇
用
環

境
整
備
が
義
務
付
け
ら
れ

　

多
裂
筋
は
、
背
中
の
Ｓ
字

カ
ー
ブ
を
つ
く
る
深
層
筋

だ
。
脊
柱
起
立
筋
の
内
側
に

あ
り
、
背
骨
を
つ
な
ぐ
小
さ

な
筋
肉
の
総
称
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
筋
肉
が
姿
勢
づ
く
り

に
大
変
関
わ
っ
て
い
る
。

　

多
裂
筋
は
、
背
骨
を
支
え

る
脊
柱
起
立
筋
の
奥
に
あ

る
、い
わ
ば
究
極
の
深
層
筋
、

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
だ
。
そ

の
多
裂
筋
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
正
し
く
、
き
っ
ち
り
と
働

た
。
こ
れ
は
現
行
制
度
に
は

規
定
が
な
か
っ
た
も
の
で
、

職
場
で
の
研
修
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
設
置
な
ど
を
行
う

こ
と
に
加
え
、
労
働
者
が
希

望
す
る
期
間
の
休
業
を
取
得

で
き
る
よ
う
、
事
業
主
に
配

慮
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
従
業
員
や
そ
の
配

偶
者
の
妊
娠
・
出
産
が
判
明

し
た
際
に
、
育
児
休
業
制
度

に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も

に
、
取
得
の
意
向
を
確
認
す

る
こ
と
も
事
業
主
の
義
務
と

な
っ
た
。

育
児
休
業
の

分
割
取
得

3.
　

現
行
制
度
で
は
育
児
休
業

の
分
割
取
得
は
で
き
な
い

が
、
改
正
法
で
は
２
回
ま
で

い
て
い
れ
ば
、
背
中
の
表
面

を
覆
う
筋
肉
を
過
剰
に
緊
張

さ
せ
ず
、
正
し
い
姿
勢
が
楽

に
と
れ
る
。

　

正
し
い
姿
勢
と
は
、
背
中

の
骨
が
生
理
的
に
無
理
の
な

い
配
列
を
維
持
し
て
い
る
状

態
を
い
う
。
本
来
の
配
列
は

首
の
部
分
が
前
に
、
胸
の
部

分
が
後
ろ
に
、
続
い
て
腰
の

部
分
が
再
び
前
に
向
か
っ
て

カ
ー
ブ
し
て
い
る
。
多
裂
筋

が
弱
い
と
、
背
骨
の
配
列
が

分
割
取
得
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
出

生
時
育
児
休
業
」
期
間
は
除

か
れ
る
た
め
、
出
生
後
８
週

間
以
内
に
育
児
休
業
を
２
回

分
割
取
得
し
た
後
、
さ
ら
に

２
回
分
割
し
て
育
児
休
業
が

取
得
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、現
行
制
度
で
は
、

１
歳
以
降
に
育
休
を
延
長
す

る
場
合
、
育
休
の
開
始
日
は

１
歳
、
１
歳
半
の
時
点
に
限

定
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
後

は
各
期
間
の
途
中
で
も
取
得

が
可
能
と
な
る
。

育
児
休
業
取
得
状
況
の

公
表
の
義
務
化

4.
　

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
が

１
０
０
０
人
を
超
え
る
事
業

主
に
対
し
、「
男
性
の
育
児

休
業
の
取
得
率
」ま
た
は「
育

児
休
業
お
よ
び
育
児
目
的
休

暇
の
取
得
率
」
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
、
公
表
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

崩
れ
て
猫
背
に
な
っ
た
り
反

り
腰
に
な
っ
た
り
、
背
骨
が

真
っ
直
ぐ
な
フ
ラ
ッ
ト
バ
ッ

ク
と
い
う
姿
勢
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。
普
段
意

識
す
る
の
は
難
し
い
筋
肉

だ
。
し
か
し
学
習
す
る
こ
と

で
鍛
え
る
こ
と
は
十
分
に
可

能
。

　

背
中
の
軸
を
意
識
し
た
動

き
で
、
多
裂
筋
を
目
覚
め
さ

せ
よ
う
！

①
両
手
、
両
膝
を
床
に
つ
け

　

こ
れ
ら
法
律
に
違
反
し
た

場
合
は
、
行
政
か
ら
報
告
を

求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
改

善
の
た
め
の
勧
告
を
受
け
る

こ
と
も
あ
る
。
報
告
を
怠
っ

た
り
虚
偽
の
報
告
を
行
っ
た

場
合
や
勧
告
を
無
視
す
る
な

ど
し
た
場
合
は
、
罰
則
と
し

て
企
業
名
の
公
表
や
最
大
２０

万
円
の
過
料
が
科
さ
れ
る
。

　

労
働
者
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
意
に

反
し
て
仕
事
を
辞
す
る
こ
と

有
期
雇
用
労
働
者
の

育
児
・
介
護
休
業
取
得

要
件
の
緩
和

5.
　

有
期
雇
用
労
働
者
の
制
度

利
用
に
つ
い
て
、
現
行
制
度

で
定
め
ら
れ
て
い
る「
引
き
続

き
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
１
年

以
上
」
と
い
う
取
得
要
件
が

廃
止
さ
れ
、「
子
が
１
歳
６
カ

月
ま
で
の
間
に
契
約
が
満
了

四
つ
ん
這
い
の
姿
勢
か
ら
、

ま
ず
左
手
を
真
っ
直
ぐ
前
に

伸
ば
す
。
手
を
戻
し
て
右
脚

を
後
ろ
へ
真
っ
直
ぐ
伸
ば

す
。
最
初
の
姿
勢
に
戻
っ
た

ら
、
今
度
は
右
手
、
左
脚
の

順
番
で
２０
回
行
う
。

②
椅
子
に
深
く
腰
を
か
け
、

上
体
を
斜
め
前
に
倒
す
。
背

筋
は
真
っ
直
ぐ
に
す
る
。
そ

の
ま
ま
左
右
の
手
を
斜
め
上

に
交
互
に
引
き
上
げ
る
。
手

の
振
り
に
上
体
が
負
け
な
い

な
く
、
誰
も
が
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
を
実
現
し
て
い
く

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で

改
正
法
に
沿
っ
た
ル
ー
ル
の

改
正
や
、
制
度
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
誰
も
が

働
き
や
す
い
社
会
へ
の
変
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
連
合
大
阪

　
副
事
務
局
長
　
松
井
千
穂

す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
」

と
い
う
取
得
要
件
を
満
た
せ

ば
有
期
雇
用
労
働
者
も
育
児

・
介
護
休
業
が
取
得
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
労
使
協
定
を
締

結
し
た
場
合
は
、
無
期
雇
用

労
働
者
と
同
様
に
、
事
業
主

に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た
期

間
が
１
年
未
満
で
あ
る
労
働

者
を
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

よ
う
に
キ
ー
プ
す
る
。
こ
れ

を
２０
回
行
う
。

③
片
脚
立
ち
に
な
り
、
軸
足

と
反
対
の
手
は
腰
に
お
く
。

浮
か
せ
た
脚
の
膝
に
軸
脚
側

の
手
を
置
い
た
あ
と
、
脚
を

後
方
に
上
げ
、
手
は
斜
め
前

へ
伸
ば
す
。
１０
回
行
っ
た
ら

軸
足
を
替
え
て
も
う
１０
回
行

う
。

　

背
中
を
す
っ
き
り
さ
せ
て
、

猫
背
予
防
を
対
策
し
よ
う
！

健
康
運
動
指
導
士
　
竹
田
薫

署名実施中

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の

再
稼
働
に
反
対
す
る
要
請
署
名

府
本
部
集
約
：
２
月
２４
日（
木
）必
着

長
崎「
被
爆
体
験
者
」の

早
期
救
済
を
求
め
る
署
名

府
本
部
集
約
：
３
月
７
日（
月
）必
着

多
裂
筋
を
動
か
し
て

背
中
を
す
っ
き
り

男
性
の
育
休
取
得
、促
進
強
化
へ

改
正
さ
れ
た
育
児
・
介
護
休
業
法
、４
月
１
日
施
行

主
な
改
正・変
更
点
に
つ
い
て

働
き
や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
て
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